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地
域
の
面
積

一
一
、
五
六
〇
・
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

九

指
定
の
理
由

１

請
求
地
域
は
、
三
重
県
亀
山
市
の
西
部
に
位
置
す
る
鈴
鹿
山
脈
及
び
布
引
山
地
の
森
林
地
域
並
び
に
亀
山
市
関

宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
含
む
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。

２

請
求
地
域
は
、
鈴
鹿
川
水
系
及
び
中
ノ
川
水
系
の
最
上
流
地
域
で
、
そ
の
ほ
ぼ
全
域
が
亀
山
市
水
道
水
源
保
護

条
例
に
基
づ
く
水
道
水
源
保
護
地
域
及
び
砂
防
法
（
明
治
三
〇
年
法
律
第
二
九
号
）
に
基
づ
く
砂
防
指
定
地
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
多
く
が
森
林
法
（
昭
和
二
六
年
法
律
第
二
四
九
号
）
に
基
づ
く
水
源
か
ん
養
保
安
林
、
土

砂
流
出
防
備
保
安
林
等
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
水
源
の
か
ん
養
、
土
砂
流
出
災
害
の
防
止
等
を
図
る
上
で
重
要
な

地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
亀
山
市
の
水
道
水
源
は
、
請
求
地
域
を
か
ん
養
源
と
し
、
扇
状
地
堆
積
物
の
地
層
を
流
動

す
る
地
下
水
等
に
依
存
し
て
い
る
が
、
当
該
地
層
は
、
地
表
面
に
極
薄
く
分
布
す
る
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
良

質
で
安
定
し
た
水
源
の
確
保
に
腐
心
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

３

請
求
地
域
の
地
形
は
、
鈴
鹿
山
脈
東
側
斜
面
に
位
置
し
、
三
方
を
標
高
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
〜
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
級
の
山
々
に
取
り
囲
ま
れ
た
急
峻
な
山
間
部
に
あ
り
、
地
域
内
に
は
鈴
鹿
川
な
ど
の
河
川
が
流
下
し
て
お
り
、

そ
の
付
近
で
は
山
間
盆
地
が
発
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
地
域
の
東
縁
に
は
、「
一
志
断
層
」
が
存
在
し
、
主
に
新

生
代
第
四
紀
以
降
に
西
側
が
隆
起
し
、
鈴
鹿
山
脈
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

地
質
は
、
基
盤
地
質
の
ほ
と
ん
ど
が
中
生
代
末
か
ら
新
生
代
初
頭
に
形
成
さ
れ
た
花
崗
岩
類
よ
り
な
る
。
花
崗

岩
類
は
粒
度
の
異
な
る
も
の
（
細
粒
か
ら
粗
粒
）、
成
分
の
異
な
る
も
の
（
花
崗
岩
、
花
崗
閃
緑
岩
）
な
ど
形
成

場
所
や
時
期
の
異
な
る
複
数
の
岩
体
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
特
に
、
鈴
鹿
山
脈
の
東
斜
面
は
、
著
し
く
風
化
の
進
ん

だ
鈴
鹿
花
崗
岩
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
斜
面
崩
壊
が
起
こ
り
や
す
い
。

４

請
求
地
域
に
は
、
現
在
の
経
済
情
勢
で
は
開
発
の
可
能
性
は
低
い
が
、
亜
炭
、
石
灰
岩
、
長
石
、
け
い
石
の
鉱

床
が
賦
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
鉱
物
の
う
ち
亜
炭
を
対
象
に
請
求
地
域
に
お
い
て
過
去
に
掘
採
さ
れ
た
実
績
が
あ
り
、
周
辺
に
は
稼

行
中
の
石
灰
石
鉱
山
、
け
い
石
鉱
山
等
が
あ
る
。
現
在
、
請
求
地
域
に
お
い
て
稼
行
し
て
い
る
鉱
山
は
な
い
が
、

石
灰
石
、
け
い
石
・
長
石
を
対
象
と
す
る
鉱
業
権
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
、計
二
件
設
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、石
灰
石
・

ド
ロ
マ
イ
ト
を
目
的
と
す
る
鉱
業
出
願
が
三
件
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
・
け
い
石
を
目
的
と
す
る
鉱
業
出
願
が
一
件
、
計

四
件
の
鉱
業
出
願
が
な
さ
れ
て
い
る
。

５

指
定
地
域
に
お
い
て
鉱
物
の
掘
採
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
水
源
の
確
保
に
支
障
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま

た
、
土
砂
流
出
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
増
大
す
る
。

６

以
上
を
総
合
す
る
と
、
指
定
地
域
に
お
い
て
鉱
物
を
掘
採
す
る
こ
と
は
、
鉱
種
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
地
域
の
公
益
性
と
対
比
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
地
域
を
鉱
業
法
第
三
条
に
規
定
す
る
鉱

物
全
部
に
つ
い
て
、
鉱
区
禁
止
地
域
に
指
定
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
五
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規

則
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
不
動
産
登
記
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二

号
、
抵
当
証
券
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二

十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録

規
則
（
昭
和
三
十
年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条

第
五
項
第
二
号
及
び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則

（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用

動
産
抵
当
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九

号
）
第
三
十
六
条
第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記

規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条

第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定

す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
千
葉

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
千

葉
地
方
法
務
局
船
橋
支
局

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
静
岡

地
方
法
務
局
沼
津
支
局
に

お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
当
該
法
人
の

申
請
又
は
請
求
が
あ
っ
た

場
合
の
静
岡
地
方
法
務
局

下
田
支
局
及
び
熱
海
出
張

所

平
成
二
十
二
年
七
月
十
二

日

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
四
号

東
京
都
中
野
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
九
日
ま
で
に
、
同
区
長
に
対

し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
広
島

法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
当

該
法
人
の
申
請
又
は
請
求

が
あ
っ
た
場
合
の
広
島
法

務
局
三
次
支
局

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
山
口

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
山

口
地
方
法
務
局
宇
部
支
局

平
成
二
十
二
年
七
月
十
二

日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
松
江

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
松

江
地
方
法
務
局
益
田
支
局

及
び
西
郷
支
局

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

六
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

六
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
奈
良

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
奈

良
地
方
法
務
局
G
城
支
局

及
び
五
條
支
局

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
和
歌

山
地
方
法
務
局
に
お
い
て

取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
当
該
法
人
の
申
請

又
は
請
求
が
あ
っ
た
場
合

の
和
歌
山
地
方
法
務
局
岩

出
出
張
所

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

六
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
二

年
法
務
省
令
第
二
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
津
地

方
法
務
局
に
お
い
て
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

当
該
法
人
の
申
請
又
は
請

求
が
あ
っ
た
場
合
の
津
地

方
法
務
局
伊
勢
支
局
及
び

伊
賀
支
局

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、中
野
区
役
所
又
は
東
京
法
務
局
に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
二
年
七
月
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

東
京
都
中
野
区
新
山
通
二
丁
目
十
番
地

原

道
雄
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